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紫
式
部
市
民
文
化
賞
決
ま
る

　

第
十
二
回
紫
式
部
市
民
文
化
賞
の
作
品
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。
四

十
六
作
品
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の
は
、
築
紫
巧

     

さ
ん
の
小
説
�
帰
命

ち
く
し
た
く
み

頂
礼
槇
嶋
縁
起
�
と 
神
崎
崇 （
本
名
・

か
ん
ざ
き
た
か
し

 
珠
玖 
義
雄
）さ
ん
の
�
現
代
詩
へ
の
旅

し
ゅ
く

立
ち
�
で
す
。
ま
た
、
選
考
委
員
特
別
賞
に
は
洛
南
探
勝
句
会
の
�
参
百
号

記
念
洛
南
探
勝
誌
句
集
�
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
紫
式
部
市
民
文
化
賞
の
贈
呈

式
は
、
先
に
決
定
し
た
紫
式
部
文
学
賞
と
と
も
に
十
一
月
十
日　

に
文
化
セ

（日）

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

□問
 

文
化
自
治
振
興
課

　

時
は
戦
国
、
所
は
山
城
の
国
。

乱
世
の
嵐
が
、
こ
こ
宇
治
の
地

に
も
押
し
寄
せ
る
。
山
城
の
国

を
お
さ
め
る
真
木
島
家
は
、
代

々
、
足
利
将
軍
家
に
つ
か
え
て

き
た
が
、
と
り
わ
け
当
主
、
昭

光
は
、
そ
の
名
の
一
字
を
足
利

義
昭
か
ら
も
ら
っ
た
ほ
ど
気
脈

を
通
じ
、
義
昭
の
信
頼
も 
篤 
い
。

あ
つ

　

織
田
信
長
の
天
下
統
一
の
野

望
も
、
そ
の
実
力
の
ほ
ど
も
よ

く
承
知
し
た
上
で
、
こ
こ
は
一

番
、
臣
下
に
背
か
れ
た
不
遇
の

将
軍
の
た
め
に
意
地
を
見
せ
よ

う
と
の
決
意
を
固
め
て
い
た
。

　

そ
の
昭
光
と
弟
、
三
郎
と
が
、

こ
の
小
説
の
主
人
公
た
ち
。
兄

よ
り
も
、
よ
く
乱
世
に
通
じ
た

三
郎
は
、
兄
の
決
意
を
愚
か
と

承
知
で
、
し
か
し
、
戦
に
助
成

す
る
。

　

宇
治
川
が 
滔
 々
と
巨
椋
池
に

と
う
と
う

流
れ
込
む
大
き
な
中
州
の
槇
嶋

城
に
立
て
こ
も
り
、
織
田
勢
を

迎
え
撃
つ
、
将
軍
、
義
昭
と
真

木
島
昭
光
、
そ
し
て
、
敵
勢
を

相
手
に
地
の
利
を
活
か
し
た
ゲ

リ
ラ
に
出
る
三
郎
。

　

現
在
、
槇
嶋
城
も
、
こ
こ
と

特
定
で
き
る
場
所
は
な
く
、
つ

わ
も
の
ど
も
の
夢
の
跡
は
想
像

の
彼
方
に
追
う
し
か
な
い
。
時

代
と
地
勢
を
よ
く
調
べ
、
彼
方

に 
霞 
む
郷
土
史
の
一
頁
を
見
事

か
す

に
刻
み
出
し
て
い
る
。

　

中
村
秀
晴
和
尚
、
若
原
英
弌

両
師
に
報
告
し
、
そ
れ
か
ら
妻

や
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
喜
び

を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　

以
前
「
宇
治
の
村
・
町
め
ぐ

り
」
と
い
う
市
民
講
座
で
、
槇

嶋
が
室
町
幕
府 
終
焉 
の
地
で
あ

し
ゅ
う
え
ん

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ

以
来
、
な
ぜ
後
世
に
大
き
な
出

来
事
と
し
て
、
伝
わ
っ
て
い
な

い
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
き
ま

し
た
。

　

足
利
将
軍
義
昭
の
不
人
気
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
英
雄
・
大

天
才
の
信
長
に
、
一
蹴
さ
れ
た

こ
と
が
主
因
で
は
な
い
か
と
、

書
い
て
い
て
気
づ
き
ま
し
た
。

　

槇
嶋
勢
は
、
し
ょ
せ
ん 
蟷
螂 
と
う
ろ
う

の
斧
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
は
ず
で
す
。
そ
れ
で
も
、
意

地
を
通
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

つ
わ
も
の
た
ち
を
、
私
は
共
感

を
も
っ
て
書
き
た
か
っ
た
の
で

す
。「
父
祖
」に
対
す
る
鎮
魂
の

思
い
を
も
っ
て
…
…
。　　
　

　

こ
れ
か
ら
も
宇
治
に
こ
だ
わ

り
、
庶
民
の
哀
歓
を
描
く
こ
と

が
で
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
だ
ろ
う
と
、
胸
を
弾
ま

せ
て
い
ま
す
。　　
　
　
　

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
選

考
委
員
の
先
生
方
に
、
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�
著
者
略
歴
�
昭
和
二
十
五

（
一
九
五
〇
）年
八
月
三
十
一
日

福
井
県
大
野
市
生
ま
れ
。
立
命

館
大
学
文
学
部
卒
業
。
地
方
公

務
員
。
二
十
七
歳
の
こ
ろ
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
腹
話

術
や
手
品
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
始
め
る
。
宇
治
野
神
在
住
。

小
説
�
帰
命
頂
礼
槇
嶋
縁
起
�

　
　
　
　
　
    
築
紫　

巧
さ
ん

　

一
九
三
三
年
に
創
刊
し
、
二

号
で
休
刊
、
翌
年
第
二
次
と
し

て
、
一
九
四
四
年
ま
で
月
刊
で

刊
行
を
続
け
た
詩
誌
『
四
季
』

を
め
ぐ
っ
て
、
そ
し
て
、
そ
こ

に
集
っ
た
立
原
道
造
、
津
村
信

夫
、
丸
山
薫
、
堀
辰
雄
ら
の
詩

業
を
め
ぐ
っ
て
、
自
ら
の
現
代

詩
の
あ
り
方
に
対
す
る
思
い
を

込
め
て
論
じ
た
エ
ッ
セ
イ
集
。

　

た
と
え
ば
、
三
好
達
治
を
も

っ
て
「
四
季
派
」
の
代
表
格
と

見
な
す
吉
本
隆
明
氏
の
見
解
に

は
、
堀
辰
雄
が
中
心
人
物
で
あ

っ
た
こ
と
を
、
立
原
道
造
の
新

古
今
和
歌
集
受
容
に
関
す
る
塚

本
邦
雄
氏
の
非
難
に
対
し
て
は
、

音
楽
の
リ
ズ
ム
の
獲
得
に
不
可

欠
で
あ
っ
た
こ
と
を
対
置
し
て

論
じ
る
な
ど
、
高
名
な
詩
人
や

作
品
の
紹
介

評
論�
現
代
詩
へ
の
旅
立
ち
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

神
崎　

崇
さ
ん

▲洛南探勝句会の皆さん

　

紫
式
部
市
民
文
化
賞
選
考
委

員
特
別
賞
を
い
た
だ
き
、
句
会

七
十
九
名
を
代
表
し
て
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
五
十
一
年
二
月
、
矢
野

秋
色

    

先
生
の
御
指
導
に
よ
り
、

し
ゅ
う
し
き

浮
舟
句
会
、
槇
島
句
会
、
み
さ

え
た
が
、
京
へ
の
愛
着
断
ち
が

た
く
、
住
民
票
も
移
さ
ず
宇
治

の
住
民
で
あ
り
続
け
た
。

　

昨
年
勤
務
を
全
う
し
、
こ
れ

か
ら
ゆ
っ
く
り
研
究
を
と
思
っ

て
い
た
矢
先
、
紫
式
部
市
民
文

化
賞
を
と
の
嬉
し
い
知
ら
せ
を

頂
戴
し
て
、
こ
の
本
を
選
ん
で

く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
方
に
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�
著
者
略
歴
�
昭
和
十
五（
一

さ
ぎ
句
会
、
御
蔵
山
句
会
お
よ

び
宇
治
女
性
の
会
俳
句
会
の
五

つ
の
会
が
合
同
で 
吟
行 
を
し
、

ぎ
ん
こ
う

「
俳
誌
洛
南
探
勝
」
を
発
刊
、

自
然
を
詠
み
、
俳
句
仲
間
の
交

流
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
来
ま
し
た
。

　

矢
野
秋
色
先
生
が
、
平
成
十

年
に
亡
く
な
ら
れ
た
後
も
引
き

続
き
、
吟
行
と
「
俳
誌
洛
南
探

勝
」
は
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
、

平
成
十
三
年
十
月
に
て
、
二
十

五
年
延
べ
三
百
回
を
続
け
、
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
句
集
は
、
毎
月
一
回
宇

治
お
よ
び
周
辺
を
吟
行
、
俳
句

会
を
し
ま
し
た
俳
句
の
結
晶
で

す
。
矢
野
秋
色
先
生
の
御
霊
前

に
こ
の
喜
び
を
お
伝
え
し
、
こ

れ
か
ら
も
宇
治
の
山
川
、
社
寺

古
跡
、
日
常
の
生
活
の
こ
と
を

一
句
に
詠
み
、
吟
行
を
続
け
ま

す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

歌
人
の
見
解
に
対
し
て
、
丁
寧

に
雑
誌
を
繰
り
、
個
々
の
詩
人

に
身
を
寄
せ
つ
つ
、
そ
こ
こ
こ

に
独
自
の
見
解
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
た
と
え
、
こ
こ
に
記
さ

れ
た
見
解
が
今
日
の
詩
の
批
評

界
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の

ば
か
り
で
は
な
い
に
し
て
も
、

独
自
の
姿
勢
を
貫
い
て
、
一
般

に
も
わ
か
り
や
す
く
論
じ
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

若
い
こ
ろ
か
ら
詩
に
親
し
み
、

自
分
の
気
に
入
っ
た
詩
が
収
め

ら
れ
た
本
が
枕
元
に
い
つ
も
置

い
て
あ
り
、
夜
中
に
ふ
っ
と
目

覚
め
た
時
、
そ
の
一
編
を
読
む

の
が
好
き
で
あ
っ
た
が
、
僕
の

精
神
の
枯
渇
に
あ
る
の
か
、
最

近
そ
の
よ
う
な
本
も
見
つ
け
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

現
代
詩
に
魅
力
が
無
く
な
っ

た
原
因
は
何
な
の
か
、
今
何
が

欠
け
て
い
る
の
か
を
探
っ
て
み

た
い
思
い
に
駆
ら
れ
て
、
も
う

一
度
見
直
す
旅
に
出
よ
う
と
思

い
立
っ
た
。

　

私
は
昭
和
十
五
年
、
滋
賀
県

八
日
市
市
に
生
ま
れ
、
大
学
時

代
か
ら
京
都
で
過
ご
し
、
社
会

人
と
な
っ
て
か
ら
は
、
東
京
本

社
の
京
都
工
場
に
勤
務
を
命
ぜ

ら
れ
、
以
後
、
今
日
に
至
る
ま

で
四
十
年
余
京
都
に
居
を
構
え
、

そ
の
間
、
宇
治
に
移
り
住
ん
で

十
五
年
、
東
京
勤
務
十
年
を
終

小
説
� 
帰
命
頂
礼
槇
嶋
縁
起 
�・
評
論
�
現
代
詩
へ
の
旅
立
ち
�

き
み
ょ
う
ち
ょ
う
ら
い
ま
き
の
し
ま
え
ん
ぎ

選
考
委
員
特
別
賞
に
�
参
百
号
記
念
洛
南
探
勝
誌
句
集
�

九
四
〇
）年
二
月
三
日
滋
賀
県

八
日
市
市
生
ま
れ
。
立
命
館
大

学
経
済
学
部
卒
業
。
在
職
中
に

は
同
人
誌
「
像
」
を
主
宰
。
日

本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
・
日
本
現
代
詩

人
会
・
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
会
会

員
。
昭
和
四
十
四
年
「
こ
の
空

の
下
に
」
を
皮
切
り
に
、
詩
集

「
あ
な
た
に
」「
神
崎
崇
詩
集
」

「
マ
ジ
シ
ャ
ン
」「
月
明
」
な
ど
。

木
幡
内
畑
在
住
。

第　

回
12

作
品
の
紹
介

選考委員
  特別賞

   
�
永
遠
の
法
則
�（
沖
田
誠
さ

ん
）、 

�
ヨ
ア
ケ
マ
エ
�（
岡
下

恭
子
さ
ん
）、  
�
吉
野
杉
�（
芳
野

孝
夫
さ
ん
）、�
よ
そ
に
な
る
身

の
�（
坂
斉
陽
子
さ
ん
）、 
�
京
都

新
発
見
サ
イ
ト
逸
都
物
語
�（
滝

根
恭
子
さ
ん
）、�
句
集  
坂
�

（
前
田
攝
子
さ
ん
）、�
ツ
タ
ン

カ
ー
メ
ン
の
国
�（
島
本
淑
子
さ

ん
）、�
山
・
旅
・
友
�
私
の
歩

ん
だ
道
�（
石
村
揚
正
さ
ん
）、

�
宇
治
の
わ
ら
べ
歌
�（
青
山
道

野
さ
ん
・
東
美
保
子
さ
ん
・
籠

谷
眞
智
子
さ
ん
・
辻
盈
子
さ
ん
）、

�
孫
と
祖
母
の
三
百
六
十
五
歩

の
マ
ー
チ
�（
広
瀬
董
子
さ
ん
）

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

選
考
委
員
長
の
講
評
は
2
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す

▲左から市民文化賞の「帰命頂礼槇嶋縁起」、「現代詩への旅立ち」、
　同選考委員特別賞の「参百号記念洛南探勝誌句集」

一
次
選
考
通
過
作
品
（
受
賞
作
以
外
・
順
不
同
）

受
賞
の
言
葉

受
賞
の
言
葉

受
賞
の
言
葉

句
集�
参
百
号
記
念
洛
南
探
勝
誌
句
集
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

洛
南
探
勝
句
会

       
�
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率　

％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す 
� 
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
�

100
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2
0
0
2

宇
治
市
緑
化
フ
ェ
ア

　

本
市
を
含
む
六
市
四
町
（
宇

治
市
・
城
陽
市
・
向
日
市
・
長

岡
京
市
・
八
幡
市
・
京
田
辺
市
・

久
御
山
町
・
宇
治
田
原
町
・
井

手
町
・
大
山
崎
町
）
で
構
成
す

る
京
都
南
部
都
市
広
域
行
政
圏

推
進
協
議
会
で
は
、
圏
域
内
外

の
多
く
の
人
に
圏
域
内
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
豊
富
な
資
源
を
再
認

識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の

ほ
ど
「
広
域
情
報
マ
ッ
プ
」
を

発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
圏
域
の
自
然
や

歴
史
、
文
化
な
ど
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
広
域
的
な
交
流
を
推
進
す

る
た
め
、
広
域
情
報
マ
ッ
プ
を

活
用
し
て
圏
域
内
六
市
四
町
の

観
光
施
設
な
ど
を
巡
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
期
間
…　

月
１
日
�
〜

１０

平
成　

年
１
月　

日
�

１５

３１

◆
応
募
方
法
…
「
広
域
情
報
マ

ッ
プ
」に
印
刷
さ
れ
て
い
る「
応

募
は
が
き
」
に
次
の
ス
タ
ン
プ

ポ
イ
ン
ト
（
A
〜
J
）　

か
所

１０

の
う
ち
３
か
所
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
…
A
＝

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
B

＝
文
化
パ
ル
ク
城
陽
、
C
＝
ふ

れ
あ
い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー
ル

（
久
御
山
町
）、
D
＝
向
日
市

第 12 回
紫式部市民文化賞

選考委員長講評
　

九
月
九
日
の
発
表
の
席
上

で
山
路
選
考
委
員
長
は
次
の

と
お
り
講
評
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
四
十
六
作
品
の
応

募
が
あ
り
、
質
的
に
非
常
に

高
い
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い

る
の
が
、
こ
の
市
民
文
化
賞

の
特
徴
で
す
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
作
品
の

応
募
も
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
が

広
範
囲
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
市
民
文
化
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
の
が
二
作
品

で
す
。　

　

一
作
目
は
「
帰
命
頂
礼
槇

嶋
縁
起
」
と
い
う
作
品
で
、

い
わ
ば
歴
史
小
説
で
す
。
宇

治
の
槇
嶋
に
は
、
信
長
の
時

代
に
槇
嶋
城
が
あ
っ
た
。
槇

嶋
と
い
う
宇
治
の
場
所
に
対

す
る
歴
史
的
な
作
者
の
思
い

が
強
く
、
宇
治
の
人
も
あ
ま

り
知
ら
な
い
、
し
か
し
、
室

町
幕
府
最
後
の
将
軍
が
こ
の

お
城
と
と
も
に
な
く
な
っ
た

と
い
う
歴
史
的
に
た
い
へ
ん

重
要
な
と
こ
ろ
を
調
べ
ら
れ

て
い
る
。
小
説
と
し
て
の
出

来
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
歴

史
家
を
驚
か
せ
る
ほ
ど
よ
く

調
査
さ
れ
た
作
品
で
す
。　

　

二
作
目
は
「
現
代
詩
へ
の

旅
立
ち
」
と
い
う
詩
評
論
の

作
品
で
す
。
こ
れ
は
戦
前
に

「
四
季
」
と
い
う
雑
誌
が
あ

り
、
当
時
の
そ
う
そ
う
た
る

メ
ン
バ
ー
が
若
い
こ
ろ
に
作

っ
た
雑
誌
で
す
が
、
あ
ま
り

専
門
の
研
究
が
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
詩
人
で
あ
る
作
者
が

研
究
を
さ
れ
た
。
非
常
に
詩

を
愛
す
る
一
市
民
が
自
分
の

好
き
な
「
四
季
」
の
詩
人
た

ち
の
作
品
に
つ
い
て
、
相
当

読
み
込
ん
で
自
分
の
感
性
で

評
論
し
て
い
る
点
に
市
民
派

の
研
究
と
し
て
の
す
が
す
が

し
さ
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
た

作
品
で
す
。

　

さ
ら
に
、
選
考
委
員
特
別

賞
に
は
「
洛
南
探
勝
誌
句
集
」

を
選
び
ま
し
た
。
二
十
五
年

間
か
け
て
毎
月
発
行
し
、
今

回
参
百
号
を
記
念
し
た
句
集

を
作
ら
れ
た
。
こ
の
会
の
人

た
ち
の
平
均
年
齢
が
七
十
数

歳
。
二
十
五
年
も
の
長
い
間
、

生
活
の
中
で
俳
句
を
作
ら
れ
、

そ
し
て
今
日
も
楽
し
ん
で
お

ら
れ
る
。
市
民
文
化
の
鏡
み

た
い
な
有
り
様
の
あ
る
句
集

に
、「
継
続
は
宝
な
り
・
継
続

は
力
な
り
」
と
い
う
積
み
上

げ
て
き
た
努
力
に
特
別
賞
を

決
定
し
ま
し
た
。

�
選
考
委
員
�

　
　
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

　

籠
谷
眞
智
子
（
京
都
女
子

大
学
名
誉
教
授
）、
木
股
知
史

（
甲
南
大
学
教
授
）、
塩
見
啓

子
（
歌
人
）、
鈴
木
貞
美
（
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
）、
坪
内
稔
典
（
俳
人
）、

山
路
興
造
（
藝
能
史
研
究
会

代
表
委
員
）

広
域
情
報
マ
ッ
プ
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
を

京
都
南
部
都
市
広
域
行
政
圏
推
進
協
議
会

文
化
資
料
館
、
E
＝
中
山
修
一

記
念
館
（
長
岡
京
市
）、
F
＝
大

山
崎
町
歴
史
資
料
館
、
G
＝
松

花
堂
庭
園
・
美
術
館
（
八
幡
市
）、

H
＝
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
京
都

（
京
都
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ

ー
・
京
田
辺
市
）、
I
＝
山
吹
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
井
手
町
）、

J
＝
宇
治
田
原
町
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー

◆
応
募
締
切
…
平
成　

年
２
月

１５

３
日
�
（
当
日
消
印
有
効
）

※
「
広
域
情
報
マ
ッ
プ
」
は
、

圏
域
内
の
観
光
・
公
共
施
設
、

近
鉄
、
京
阪
、
阪
急
の
鉄
道
駅

な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

◆
賞
品
…
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て

応
募
す
る
と
、
抽
選
で
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
（
５
人
）
や
各
市

町
の
特
産
品
（　

人
）
な
ど
の

５８

賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

※
当
選
者
は
同
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.w
a

o.or.jp/kyonank/

）
で
発
表

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
…
同
協
議
会
事

務
局（
宇
治
市
役
所
企
画
課
内
）

９
時
半
〜
午
後
４
時
（
フ
ェ
ア

式
典
＝
午
後
１
時
半
〜
）

●
と
こ
ろ
…
植
物
公
園

●
内
容
…
◎
グ
リ
ー
ン
ト
ー
ク

２
０
０
２
「
人
生
と
緑
」
講
師

＝
樹
木
医
・
寺
内
桂
子
さ
ん
（
午

前　

時
半
〜　

時　

分
）　

◎

１０

１１

１５

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
無
料
配

付
（
先
着
２
千
名
）　

◎
寄
せ
植

え
実
演
指
導　

◎
緑
の
ウ
オ
ー

ク
ラ
リ
ー
ビ
ン
ゴ
（
午
前　

時
１０

と
午
後
１
時
＝
カ
ー
ド
配
布
は

先
着
各
５
０
０
人
）
◎
ミ
ニ
Ｓ

Ｌ
運
行　

◎
緑
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト　

◎
宇
治
愛
鳥
緑
の
少

　

十
月
は
�
都
市
緑
化
月
間
�

で
す
。
こ
れ
に
ち
な
み
、
市
と

市
公
園
公
社
で
は
、「
宇
治
市
緑

化
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
す
。　

　

こ
れ
は
「
み
ど
り
ゆ
た
か
な

住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
緑
化
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
み

ど
り
に
触
れ
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
市
役

所
一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

で
啓
発
展
示
を
行
い
ま
す
。

●
と
き
…　

月　

日
�
、
午
前

１０

２０

年
団
紹
介
コ
ー
ナ
ー
な
ど

●
入
園
料
…
無
料（
当
日
の
み
）

　

※
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
市
役

所
南
側
の
臨
時
駐
車
場
と
植
物

公
園
間
で
連
絡
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

半
の
間
で
約　

分
間
隔
）。

３０

　
　
   
啓 
発 
展 
示

●
と
き
…　

月　

日
�
〜　

日

１０

１５

１８

�●
と
こ
ろ
…
市
役
所
１
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

●
内
容
…
名
木
百
選
写
真
・
緑

化
啓
発
パ
ネ
ル
展
示
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ
…
公
園
緑
地
課

か
植
物
公
園
（
�　

・
９
３
８

３９

７
）「おとぎ電車が走った頃」

 -- 昭和３０年代の暮らしと風景--

特
別
展
　昭和26年の宇治市誕生から昭和50年ごろま
で。空中写真やパノラマ地図、身の回りにあっ
た電化製品など、日常の生活用具をとおして、
当時の暮らしぶりと風景をふりかえります。

休  館  日：月曜日・祝日　
開館時間：午前 9時～午後 5時
入  館  料：大人２００円�小中学生無料�
　　　　　＊市内在住の７０歳以上の人・「身体障害者
　　　　　手帳」「療育手帳」「精神障害者保健福祉
　　　　　手帳」「戦傷病者手帳」「被爆者健康手帳」
　　　　　を持っている人の入場は無料です（付添
　　　　　の介護者を含む）。

記念講演会 昭和 30年代の暮らし
-- 昭和日常博物館の試み--

講　師：市橋芳則さん
               （愛知県師勝町歴史民俗資料館学芸員）
と　き：１０月１０日（木）  午後２時～
ところ：中央公民館展示集会室     
　　　　�申込不要・入場無料�
□問 歴史資料館（文化センター内�３９-９２６０）

▲発表する山路選考委員長と久保田市長

目
指
す
べ
き
方
向
と
し
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
人
に
計
画
書
を

頒
布
し
ま
す
（
計
画
書
＝
千
三

百
円
、
概
要
版
＝
無
料
）。

　

な
お
、
同
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.w
ao.

or.jp/kyonank/

）
に
も
掲
載

を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

　

□問
 

同
協
議
会
事
務
局
（
宇
治

市
役
所
企
画
課
内
）

　

京
都
南
部
都
市
広
域
行
政
圏

推
進
協
議
会
で
は
、
圏
域
の
一

体
的
な
発
展
を
図
る
た
め
の
指

針
で
あ
る
広
域
行
政
圏
計
画
を

改
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
平
成
二
十
四
年

を
目
標
年
次
と
し
、「
人
と
自
然

の
共
生
」
や
「
歴
史
の
継
承
と

文
化
の
創
造
」、「
交
流
・
連
携
」

を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
圏
域
の

広
域
行
政
圏
計
画
を
改
定

京
都
南
部
都
市
広
域
行
政
圏
推
進
協
議
会

「ふけ！新しい風」～わたしの思い　あなたの思い
　　　　　　　　　　　つないでつくろう宇治の未来    ～

あした

ＵＪＩあさぎり
　フェスティバル 2002

参 加 者 募 集

　
「
個
人
」
と
し
て
男
女
が
互
い

に
認
め
合
い
尊
重
し
あ
え
る
社

会
を
目
指
し
、
性
別
、
世
代
、

国
籍
、
障
害
の
有
無
な
ど
を
超

え
て
交
流
で
き
る
「
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
共
に
つ
く
る
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
…　

月　

日
�
、
午
前

１１

２４

　

時
〜
午
後
３
時
半

１０

▼
と
こ
ろ
…
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
・
産
業
会
館
一
帯

▼
参
加
資
格
…
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人
（
た
だ
し
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
高
校
生
を

除
く　

歳
以
上
）

１６

▼
募
集
内
容
…
「
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
イ
ベ
ン
ト
」
や
「
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上
げ
る
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
」
で
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
・
パ
ネ
ル
展
示
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
演
劇
や
音
楽
な
ど

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
参
加
型
講
習
会

な
ど
。
営
利
を
目
的
と
し
た
も

の
、
特
定
の
宗
教
や
政
治
活
動

に
か
か
わ
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
…
住
所
・
氏
名（
グ

ル
ー
プ
の
場
合
は
グ
ル
ー
プ
名

も
）・
年
齢
・
電
話
（
フ
ァ
ク

ス
）
番
号
・
参
加
内
容
を
記
入

し
、　

月　

日
�
ま
で
に
、
は

１０

１１

が
き
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接

に
男
女
共
同
参
画
課
（
〒
６
１

１
�
８
５
０
１
住
所
省
略
可
、

�　

・
８
７
６
９
、　

�　

・
８

２０

２０

７
７
８
＝
男
女
共
同
参
画
課
宛

を
明
記
）
へ
。

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
ま
す
。

広げよう地域の�わ

�

高めよう文化の�わ

�

善法文化祭
10月12日（土）・13日（日）

さ
れ
ま
す
。

　

十
二
日
は
�
こ
れ
か
ら
の
地

域
課
題
に
つ
い
て
�
を
テ
ー
マ

に
記
念
講
演
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　

十
三
日
は
地
域
活
動
の
成
果

な
ど
の
展
示
と
と
も
に
、
保
育

所
園
児
と
保
護
者
に
よ
る
和
太

鼓
演
奏
や
歌
、
喜
老
会
に
よ
る

コ
ー
ラ
ス
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

模
擬
店
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

同
和
問
題
の
解
決
は
市
民
一

人
ひ
と
り
の
課
題
で
す
。
差
別

を
無
く
し
、
お
互
い
の
人
権
を

大
切
に
す
る
明
る
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
、
同
和
問
題
を
学

習
し
、
理
解
す
る
場
と
し
て
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
講
演
会
》

■
と
き
…　

月　

日
�
、
午
後

１０

１２

７
時
〜　

■
と
こ
ろ
…
善
法
集
会
所

■
講
師
…
北
川
昭
典
さ
ん
（
部

落
解
放
基
本
法
制
定
要
求
国
民

運
動
山
城
地
区
実
行
委
員
会
事

務
局
長
）

《
展
示
・
催
し
》

■
と
き
…　

月　

日
�
、
午
前

１０

１３

　

時
〜
午
後
４
時　

１０■
と
こ
ろ
…
善
法
隣
保
館
（
展

示
・
催
し
は　

日
の
み
で
す
）

１３

■
問
い
合
わ
せ
…
善
法
隣
保
館

（
�　

・
９
１
９
７
）

３９

　
「
広
げ
よ
う
地
域
の
�
わ
�

高
め
よ
う
文
化
の
�
わ
�」
を
テ

ー
マ
に
、
十
月
十
二
日
�
、
十

三
日
�
の
両
日
に
わ
た
り
、
第

二
十
九
回
善
法
文
化
祭
が
開
催

▲

圏
域
内
の
各
市
町
の
情
報
が

　

わ
か
る「
広
域
情
報
マ
ッ
プ
」

開 催 中�１１月１７日（日）まで�

第１３２７号  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００２年（平成１４年）　　１０月１日発行（２）



　

平
成
十
一
年
度
の
統
計
を
み

る
と
、
死
亡
さ
れ
た
人
は
千
百

三
十
七
人
で
し
た
。
そ
の
死
亡

原
因
は
、
一
位
が
ん
（
三
〇
・

三
％
）、
二
位
心
臓
病
（
一
三
・

六
％
）、
三
位
脳
血
管
疾
患
（
一

二
・
八
％
）
で
し
た
。
特
に
心

臓
病
と
脳
血
管
疾
患
は
、
血
管

が
詰
ま
っ
た
り
、
破
れ
た
り
す

る
こ
と
か
ら
起
こ
る
動
脈
硬
化

性
の
も
の
が
多
く
、
約
四
人
に

一
人
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
疾
患
は
、
あ
る
日
突

然
起
こ
る
の
で
は
な
く
、
高
血

圧
や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、
肥

満
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
蓄

積
か
ら
起
こ
り
ま
す
。
人
は
、

す
で
に
十
代
か
ら
動
脈
硬
化
が

始
ま
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
若
い
こ
ろ
か
ら
の
積

極
的
な
健
康
づ
く
り
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

病
気
は
、
環
境
や
遺
伝
、
生

活
習
慣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
関
連
し
て
発
症
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

「
生
活
習
慣
」
は
自
分
で
改
善

で
き
る
重
要
な
も
の
で
す
。
病

気
の
発
症
と
特
に
か
か
わ
り
が

深
い
と
言
わ
れ
る
生
活
習
慣
に

は
、「
食
生
活
」「
運
動
」「
休
養
」

「
喫
煙
」「
飲
酒
」
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
（
左
図
参
照
）。

　

長
年
積
み
重
ね
て
き
た
習
慣

�

�

�

�

��������������

��������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（３）  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００２年（平成１４年）  １０月１日発行　第１３２７号

今今日日かかららああななたたもも健健康康宣宣言言！！
～生活習慣病を防ごう～

　

が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
そ
の
名
前

が
示
す
よ
う
に
生
活
習
慣
の
乱
れ
か
ら
起
こ
る
病
気
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

日
ご
ろ
の
暮
ら
し
を
改
善
す
れ
ば
あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
病
気
な
の

で
す
。
毎
日
の
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
が
、
あ
な
た
の
健
康
を
左
右
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
普
段
の
生
活
習
慣
を
総
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

□問
 

健
康
生
き
が
い
課

 いきいき健康ウオーキング入門教室申込票
氏   名 秋晴コース

　　　　　年　　月　　日 （満　      歳）生年月日

 宇治市
           

  住所・
　   電話
＊下記の質問で当てはまるものに○印をしてください
 ● 現在、薬を飲まれていますか
    は い（内容：   　　　　　　       　　　　）・いいえ
 ●医師から心臓に問題があると言われたことがありますか 
　　　　　　　　　　は い　 ・ 　いいえ　
 ● 血圧が高いと言われたことがありますか
　　　　　　　　　　は い 　・ 　いいえ
 ● 骨や関節が悪いと言われたことがありますか　　　　  
　　　　　　　　　　は い 　・ 　いいえ
 ● 息切れやぜん息などの症状がありますか
　　　　　　　　　　は い ・ いいえ

　
「
日
ご
ろ
運
動
す
る
習
慣
が

な
く
、
運
動
不
足
を
感
じ
て
い

る
の
で
こ
の
機
会
に
始
め
て
み

た
い
」
と
い
う
人
を
対
象
に
、

一
時
間
で
三
キ
ロ
程
度
を
楽
し

く
歩
く
初
級
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
取
り
入

れ
た
健
康
教
室
で
す
。
運
動
を

始
め
る
に
は
絶
好
の
こ
の
季
節
、

適
正
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
仕
方

を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
健
康
づ
く

り
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
…　

月　

日
�
、　

月

１０

２１

１１

　

日
�
の
２
回
。
い
ず
れ
も
午

１８

後
１
時
半
〜
４
時

●
と
こ
ろ
…
保
健
医
療
セ
ン
タ

ー　●
定
員
…　

人
（
多
数
の
場
合

３０

は
抽
選
）

●
対
象
…
市
内
在
住
で
、
今
か

ら
運
動
を
始
め
て
み
た
い
人

（
医
師
か
ら
運
動
制
限
を
受
け

て
い
な
い
人
）

●
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に

左
記
の
申
込
票
を
は
り
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、　

月　

日
�

１０

１１

ま
で
（
必
着
）
に
、
健
康
生
き

が
い
課
（
〒
６
１
１
�
８
５
０

１
住
所
省
略
可
）
へ
。
当
選
者

に
は
後
日
ご
案
内
を
し
ま
す
。

な
お
、
疾
患
な
ど
に
よ
り
参
加

を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

ウウオオーーキキンンググ入入門門教教室室

食事は 1日 3食、規則正しく食べている1
毎食、野菜を食べている2
塩分に気を付けている3
腹八分目を心がけている4
肉より魚を食べることが多い5
車などの乗り物をあまり利用せず、体を動かすよ
うに心がけている

6

週 3日以上の定期的な運動習慣がある7
夜更かししない8
睡眠時間が、6～ 8時間程度ある9
朝は気持ちよく起きられる10
お酒を飲まない、またはたしなむ程度である11
タバコを吸わない12
休日はすすんでリフレッシュを図っている13
日ごろから楽しみにしている趣味がある14
健康のために心がけていることがある15
年に 1度は健康診査を受けている16

　

骨
量
は
二
十
〜
三
十
代
で
ピ

ー
ク
に
達
し
、
そ
の
後
加
齢
と

と
も
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
に
は
、

こ
の
ピ
ー
ク
時
に
骨
量
を
で
き

る
だ
け
高
め
て
お
く
こ
と
、
そ

の
後
の
骨
量
の
減
少
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
骨
量
測
定
に
よ
っ
て
、
自

分
の
骨
貯
金
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

健
康
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
…　

月
６
日
�
・
７
日

１１

�（
ど
ち
ら
か
を
希
望
）。
午
前

９
時
〜
４
時
（
予
約
制
、
た
だ

し
指
定
で
き
ま
せ
ん
）

▼
と
こ
ろ
…
市
役
所
８
階
大
会

議
室

▼
定
員
…
各
日
１
０
０
人
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
対
象
…　

〜　

歳
の
女
性

２０

６９

▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
、

希
望
日
・
氏
名
・
住
所
・
生
年

月
日
・
満
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、　

月　

日
�
ま
で

１０

２４

（
必
着
）
に
健
康
生
き
が
い
課

（
〒
６
１
１
�
８
５
０
１
住
所

省
略
可
）
へ
。

� �������������������������������������� �
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

あなたの生活習慣を総点検
☆当てはまる項目に�印を付けてください 　毎日の生活の中で、「これは改めたほう

がいい」と思っている習慣が、誰でも1つ
や2つはあるものです。しかし、つい「忙
しいから」「面倒だから」という理由をつ
けて、改善を先送りにしていませんか？
長くともに過ごす自分の体を、いたわるよ
うな生活習慣をお勧めします。まずは、今
の自分の生活習慣を総点検してみましょ
う。

とてもよい生活習慣です。継続は力なり。
これからも自分の生活習慣に自信を持
って健康生活を楽しみましょう。

13個
～
16個

もう一息で安全圏です。今があなたの
健康の分岐点です。改善できる点がな
いか、もう一度見直しましょう。

8個
～
12個

体の変化や自覚症状はありませんか？
今一度、本気で生活習慣を見直す必要
があります。

4個
～
7個

極めて問題が多い状態です。生活習慣
病への加速がついているようです。根
本的に生活を変える努力が必要です。

0個
～
3個

☆あなたの�印はいくつありましたか

は
、
簡
単
に
変
わ
ら
な
い
も
の

で
す
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
。
無
理
な
く
継
続
で
き
る

よ
う
、
下
の
「
健
康
生
活
十
か

条
」
の
中
で
自
分
が
や
っ
て
み

よ
う
と
思
う
も
の
を
一
〜
二
つ

選
ん
で
、
ま
ず
は
三
日
間
実
行

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
で
き

た
ら
次
に
三
週
間
、
三
か
月
、

半
年
と
続
け
ま
す
。
こ
こ
ま
で

続
け
ら
れ
れ
ば
、
気
負
い
な
く
、

あ
な
た
の
生
活
習
慣
に
定
着
す

る
で
し
ょ
う
。
ポ
イ
ン
ト
は
三

日
〜
三
週
間
の
挫
折
し
や
す
い

時
期
を
い
か
に
乗
り
越
え
る
か

で
す
。
家
族
や
友
だ
ち
に
目
標

を
宣
言
し
、
応
援
し
て
も
ら
っ

た
り
、
各
種
健
康
教
室
な
ど
に

参
加
し
た
り
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防

と
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
各
種

健
診
や
健
康
教
室
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
自
分
や
家
族
の
健

康
の
た
め
、
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
保
健
事
業
の
紹
介
】

　

○
い
き
い
き
健
康
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
入
門
教
室
（
実
施
中
）

　

○
い
き
い
き
貯
筋
体
操
（
終

第1条　腹八分目で、適正体重を維持
　　　　 しましょう
第2条　毎食、野菜を食べましょう
第3条　動物性脂肪の取りすぎに気を
　　　　 つけましょう
第4条　塩分を控えましょう
第5条　バランスよくさまざまな食品
　　　　 を食べましょう
第6条　週に3日以上は、定期的に運
　　　　 動しましょう（散歩を含む）
第7条　お酒は適量を守って飲みまし
　　　　 ょう
第8条　禁煙・節煙を心がけましょう
第9条　ゆとりの中に、楽しみや生き
　　　　 がいをみつけましょう
第10条   年に 1度は、必ず健康診査を
　　　　 受けましょう

了
）　

○
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
食
生

活
教
室（
実
施
中
）　

○
骨
粗
し

ょ
う
症
予
防
教
室
（
実
施
中
）

○
成
人
健
康
相
談
（
毎
週
金
曜

日
・
実
施
中
）　

○
た
め
し
て
ナ

ッ
得
！
健
康
塾
（
実
施
中
）

※
地
域
健
康
講
座
依
頼
な
ど

健康生活１０か条

 
キ
リ
ト
リ
線

 
キ
リ
ト
リ
線

いいききいいきき健健康康

秋晴コース

予
防
教
室

骨
粗
し
ょ
う
症

あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
で
す
か

宇
治
市
民
の

　

健
康
状
態
は

病
気
の
原
因
と
な
る

　

生
活
習
慣

提
案
し
ま
す

　
 
健
康
生
活

（ 男・女 ）

病気の発症と
かかわりが深
い生活習慣

喫煙 休養

運動飲酒

食生活



　

市
で
は
、
十
一
月
一
日
�
か

ら
高
齢
者
等
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
十
二
月

か
ら
翌
年
の
三
月
ご
ろ
ま
で
の

気
温
が
低
く
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
季
節
に
流
行
し
ま
す
。
高

齢
者
な
ど
免
疫
力
の
低
い
人
が

か
か
る
と
気
管
支
炎
や
肺
炎
な

ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
た

り
持
病
が
重
症
化
し
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
予
防
接
種
を
受
け

て
か
ら
抵
抗
力
が
つ
く
ま
で
に

約
二
週
間
か
か
り
、
そ
の
効
果

の
持
続
は
約
五
か
月
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
の
十

二
月
中
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
…
市
に
住
民
登
録
か
外

国
人
登
録
が
あ
り
、
接
種
日
に

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
満　

歳
以
上
（
施
設
入
居
者

６５

も
含
む
）
②
満　

歳
〜　

歳
未

６０

６５

満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器

機
能
障
害
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

低
下
で
そ
の
疾
患
に
よ
る
障
害

が
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度

▼
実
施
方
法
…
左
表
の
協
力
医

療
機
関
で
個
別
に
接
種
（
京
都

市
伏
見
区
・
城
陽
市
・
久
御
山

町
の
協
力
医
療
機
関
で
の
接
種

も
可
）

▼
実
施
期
間
…　

月
１
日
�
〜

１１

　

年
１
月　

日
�

１５

３１

▼
実
施
回
数
…
１
回

▼
費
用
…
自
己
負
担
金
千
円

＊
接
種
時
に
は
、
健
康
保
険
証

な
ど
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の

と
、
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
健
康
手
帳
を
お
持
ち

で
な
い
人
は
、
健
康
生
き
が
い

課
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
施
期
間
内
に
協
力

医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
受
け

た
人
は
、
接
種
料
の
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
。
健
康
手
帳
の
接

種
記
録
か
医
療
機
関
で
交
付
さ

れ
た
予
防
接
種
済
証
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
接
種
料
が
わ
か
る
領

収
書
、
本
人
の
銀
行
口
座
の
わ

か
る
も
の
、
印
鑑
を
持
っ
て
保

健
推
進
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
医
療
機
関
に
よ
っ
て

接
種
料
が
違
い
ま
す
の
で
、
領

収
書
の
金
額
か
ら
自
己
負
担
金

（
千
円
）
を
差
し
引
い
た
金
額

（
最
高
三
千
二
百
円
）
を
助
成

し
ま
す
。
申
請
手
続
き
は
十
五

年
二
月
二
十
八
日
�
ま
で
で
す
。

　

生
活
保
護
世
帯
・
平
成
十
四

年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
自
己
負
担
金
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
該
当
す
る
世
帯
の
人
は
、

右
記
の
自
己
負
担
金
免
除
申
請

書
（
一
人
ず
つ
記
入
）
を
は
が

き
に
は
り
、必
ず
接
種
を
受
け

る
前
に
保
健
推
進
課
（
〒
６
１

１
�
８
５
０
１
住
所
省
略
可
）

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
確
認

の
う
え
、
免
除
者
用
予
診
票
を

送
付
し
ま
す
（
直
接
、
保
健
推

進
課
に
持
参
さ
れ
て
も
、
そ
の

日
に
予
診
票
を
お
渡
し
で
き
ま

せ
ん
）。な
お
、他
市
町
村
か
ら

転
入
し
、
平
成
十
四
年
一
月
一

　

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
新
た

な
制
度
と
し
て
、
支
援
費
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に

支
援
費
制
度
の
支
給
申
請
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
受
け
付
け
を
平
成
十
四
年

十
一
月
一
日
�
か
ら
行
い
ま
す
。

　

十
五
年
四
月
以
降
に
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
入

　

平
成
十
四
年
度
分
の
使
用
者

を
追
加
募
集
し
ま
す
。

▽
資
格
・
条
件
…
市
に
住
民
登

録
か
外
国
人
登
録
が
あ
り
、
使

用
許
可
後
５
年
以
内
に
墓
石
を

建
立
で
き
る
人
。
す
で
に
同
墓

地
公
園
を
使
用
し
て
い
る
人
と

同
一
世
帯
の
人
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
平
成
十
四
年
十
月
一

日
か
ら
福
祉
医
療
（
老
人
）
受

給
者
の
一
部
負
担
金
額
が
変
わ

り
ま
す
。
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
う
負
担
金
は
、「
定
率
一

割
」
に
な
り
、
一
定
以
上
の
所

得
が
あ
る
人
は
「
定
率
二
割
」

に
な
り
ま
す
。

�
外
来
�

　

す
べ
て
の
医
療
機
関
で
、
か

か
っ
た
医
療
費
の
一
割
ま
た
は

二
割
を
負
担
。
一
か
月
の
自
己

負
担
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

�
入
院
�

　

医
療
費
の
一
割
ま
た
は
二
割

を
負
担
。
一
か
月
の
自
己
負
担

限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

�
高
額
医
療
費
の
支
給
�

①
外
来
に
よ
り
１
か
月
に
支
払

地 域

六地蔵

木 幡

平尾台

五ケ庄

莵 道

明星町

白 川

宇 治

神 明

羽拍子
南陵町

医 療 機 関 名
六地蔵総合病院
小田部小児科内科医院
上口医院
小山医院
中西整形外科クリニック
林御蔵山診療所
大石医院
大石木幡医院
柴田医院
神野医院
かどさか内科クリニック
宇治病院
宇治黄檗病院
藤井医院
西堀診療所
中田医院
たのべ医院
大石三室戸医院
原田内科医院
原田医院
谷口内科医院
土井内科
上田診療所
いかだ医院
不動園診療所
京都ゆうゆうの里診療所
宇田医院
勝田外科医院
村澤医院
田中診療所
服部医院
増井医院
森川医院
都倉病院
宇治武田病院
スワ診療所
板倉整形外科医院
第二岡本総合病院
ふれあいクリニック
中村医院
松下医院

電 話
33‐1717
32‐6205
38‐2128
31‐5455
38‐2559
31‐5418
31‐8354
33‐0306
31‐8756
31‐4874
31‐1077
32‐6000
32‐8111
31‐8355
33‐2931
38‐2477
33‐8178
24‐0306
23‐5839
33‐3411
22‐2211
24‐1885
22‐7586
23‐1736
28‐4555
28‐1895
23‐2166
22‐3120
21‐1731
21‐2253
22‐1111
21‐2063
21‐2016
22‐4521
25‐2500
22‐5068
24‐1051
44‐4511
22‐7831
41‐6500
23‐3622

地 域
琵琶台

広 野

寺山台

伊勢田

大久保

開

槇 島

小 倉

医 療 機 関 名
関医院
竹中内科医院
徳岡医院
服部小児科医院
高橋内科医院
山下内科医院
才田小児科医院
浅妻医院
えんや医院
小柳津医院
高藤医院
広田医院
斎藤小児科医院
あさくら診療所
上ノ山吉岡医院
松田医院
中村病院
小山内科医院
田澤内科医院
北尾外科医院
小林診療所
滝本整形外科
西野医院
岡田医院
石川医院
今林医院
宇治徳洲会病院
宇治川病院
大嶋診療所
ヨナハ医院
笹平診療所
完岡医院
高嶋医院
植田医院
二宮内科医院
鉢嶺医院
堀江医院
松田整形外科医院
宮本医院
万木内科医院
山村内科

電 話
20‐0012
41‐6259
43‐8952
41‐6241
44‐0644
41- 7741
48‐3112
44‐0888
23‐5331
41‐6013
43‐6079
43‐0218
23‐7696
46‐5151
43‐4181
44‐7064
44‐8111
46‐3211
43‐3689
43‐4533
21‐4725
28‐5625
22‐7883
24‐7755
22‐4551
21‐4522
20‐1111
22‐1335
22‐2394
23‐8511
21‐4523
21‐2507
23‐5513
21‐6111
28‐3101
20‐0255
21‐4701
22‐1053
21‐3934
23‐7778
28‐4331

　　　 平成 14 年 10 月 1 日から　 　　

区　分 自己負担限度額
（外来＋入院）

外来（個人ご
とに計算）

72,300 円＋医療費が
361,500 円を超えた場
合はその超えた分の 1％
を加算 
( 過去 12か月に 4回以
上高額医療費の支給が
あった場合、4回目以降
は 40,200 円 )

40,200 円一定以上
の所得者

40,200 円12,000 円一　般

24,600 円

8,000 円

Ⅱ

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
） 

低
所
得
者 15,000 円Ⅰ

　　　 平成 14 年 9 月 30 日まで 　　　
入　院外　来区　　分

 37,200 円
3,200 円
（大病院  
5,300 円）

一　　般

 24,600 円住民税非課税世帯
低
所
得
者

っ
た
一
部
負
担
金
額
が
１
か
月

の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

と
き
、
個
人
ご
と
に
計
算
を
し

て
超
え
た
分
が
申
請
に
よ
り
支

給
さ
れ
ま
す
。

②
外
来
と
入
院
で
支
払
っ
た
一

部
負
担
金
額
を
合
算
し
て
、
世

帯
ご
と
に
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
分
が
、
申
請
に
よ
り
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
病
院
、
診
療
所
、
歯
科
の
区

分
な
く
合
算
で
き
、
調
剤
も
含

ま
れ
る
の
で
、　

月
か
ら
領
収

１０

書
を
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お

持
ち
で
世
帯
員
全
員
が
住
民
税

非
課
税
の
人
は
、
入
院
費
が
減

額
で
き
る
「
福
祉
医
療
費
の
一

部
負
担
金
限
度
額
適
用
認
定

証
」
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
食
事
療
養
費
は
、
現
在

加
入
し
て
い
る
各
医
療
保
険
で

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
区
画
数
・
使
用
料
・
年

間
管
理
料
…
◎
２
平
方
�
墓
所

＝　

区
画
（
使
用
料　

万
円
・

４２

５０

管
理
料
４
千
円
）
◎
３
平
方
�

墓
所
＝
１
区
画
（
使
用
料　

万
７５

円
・
管
理
料
６
千
円
）
◎
４
平

方
�
墓
所
＝　

区
画
（
使
用
料

２３

１
０
０
万
円
・
管
理
料
８
千
円
）

▽
応
募
方
法
…
所
定
の
申
込
書

で
天
ケ
瀬
墓
地
公
園
管
理
事
務

所
（
〒
６
１
１
�
０
０
２
１
宇

治
金
井
戸
７
の　

）
へ
郵
送
で
。

４４

応
募
は
一
世
帯
１
区
画
に
限
り

所
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
希

望
す
る
場
合
は
、
支
援
費
制
度

の
支
給
申
請
を
し
て
い
た
だ
か

な
い
と
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

ま
せ
ん
（
申
請
し
な
く
て
も
、

申
請
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ

れ
る
人
も
い
ま
す
）。

　

詳
し
く
は
十
一
月
一
日
号
の

市
政
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

障
害
者
母
子
福
祉
課

ま
す
。
申
込
書
は
同
事
務
所
と

市
役
所
環
境
企
画
課
及
び
各
行

政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り

ま
す
。
な
お
、
現
地
案
内
を
随

時
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
管

理
事
務
所
（
�　

・
９
２
０
５
）

３９

へ
。

▽
使
用
者
と
区
画
の
決
定
…
公

開
抽
選
で
決
定
。
結
果
は
応
募

者
全
員
に
通
知
。
ま
た
、
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー
に
も
掲
示
し
ま

す
。

１０月１日（火）～
　　　　１１月１５日（金）

募集期間

１１月２９日（金）抽 選 日
１１月３０日（土）～
　　　　１２月９日（月）

使用許可
申請期間

平成１５年１月６日（月）決 定 日

１月７日（火）～２７日（月）
使用料等
納付期間

第１３２７号  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００２年（平成１４年）　１０月１日発行（４）

天ケ瀬墓地公園墓所
  使用者追加募集

支
援
費
制
度
の
支
給
申
請
受
け
付
け
が

 　

月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

１１

福
祉
医
療
（
老
人
）
の
一
部
負
担
金
等
が

　

月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

１０

日
に
宇
治
市
に
住
民
登
録
が
な

い
人
は
、
転
入
前
の
住
所
地
の

非
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
接
種
後
の
申
請
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
接
種

前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種

す
る
場
合
は
、
事
前
の
申
請
は

不
要
で
す
。
接
種
後
に
助
成
制

度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
市

が
定
め
る
範
囲
内
（
最
高
四
千

二
百
円
）
で
助
成
し
ま
す
。

ふりがな

　　　　　　　　　 � （男・女）氏 名

明・大・昭　 　年　 　月　 　日
　　　　　　　　　（満　　　歳）

生年月日

宇治市                　　　　
住 所

電話番号

※上記事項であることの確認をしますのでご了承ください。

生活保護世帯
平成１４年度市民税非課税世帯

高齢者等インフルエンザ予防接種

自己負担金免除申請書
該当する世帯に○印をつけてください。

 
キ
リ
ト
リ
線

自
己
負
担
金
が

免
除
さ
れ
ま
す

高齢者等のインフルエンザ予防接種

11 月 1日（金）から実施

【１か月の自己負担限度額】

□問 保健推進課

□問
 

健
康
生
き
が
い
課

宇治市高齢者等インフルエンザ予防接種協力医療機関



お知らせ
■宇治市企業実態調査
　市では、市内企業・事業所の実
態やニーズに基づく産業施策の充
実を図るため実態調査を行い、そ
の基礎的なデータベースを整備し
ます。10月上旬から中旬にかけ
て調査の対象となった企業に調査
委託業者の㈱京都イングスの調査
員が伺いますので、ご協力をお願
いします。　  �産業推進課
■市立保育所アルバイト職員
　の登録希望者募集
　�職種…保育士（保育士有資格
者か保育に意欲のある人）・調理
員・用務員　□申 市販の履歴書に写
真をはり、保育士資格のある人は
資格証の写しを添えて、子育て支
援課に本人が持参。登録者の中か
ら必要に応じて選考し雇用します。
■ホストファミリーの募集
　市内と近郊に在住の外国人に宇
治市を紹介し、交流を深めません
か。�受け入れ日…11月 2日�
～3日�（1泊2日）�受け入れ人
数…1家庭1～2人�募集ホスト
数…20家族�説明会…10月18日
� 　□申 秘書課
■戦没者追悼式参列申し込み
　戦没者の霊を慰め恒久平和を祈
念して無宗教で行います。参列を
希望される人で遺族会に加入して
いない人は参列の申し込みを。�
とき… 11月8日�、午前10時半～
11時半�ところ…文化センター
小ホール�対象…戦没者の妻・父
母・兄弟姉妹および三親等以内の
祭祀者　□申 はがきに ｢追悼式参加
申し込み｣・住所・氏名（フリガナ）・
生年月日（年齢）・電話番号・戦没
者の氏名・続柄・利用する交通機
関（市が運行するバス・自家用車・
その他いずれか）を記入し、10月
11日�までに社会福祉援護課へ。

催し
■植物公園
　�同園（� 39-9387)｡ 入園料が
必要です ｡
　＜展示会・植物公園写真コンテ
スト＞コンテストの出展作品を
展示します。写真を通して植物公
園のさまざまな表情が見られます。
�とき…10月 1日�～20日�
　＜展示会・秋の山野草展＞宇治
山草会の皆さんが育てた秋咲き山
野草の鉢植え約120点を展示し、
山野草の魅力にふれていただきま
す（即売もあります）。また栽培情
報の交換を行います。�とき…
10月 8日�～14日�  
■第19回暴力追放・少年非行防
　止宇治市・久御山町住民大会
　地域から暴力と少年非行を追放
するという住民意識の高揚を目指
し、開催します。�とき…10月5
日�、午後2時～4時�ところ…
久御山町中央公民館�内容…ピア

ノ＆ヴァイオリン演奏、特別講演
「わが街から暴力追放」＝講師・
矢田勇さん（京都府暴力追放運動
推進センター理事）、宇治警察署管
内の情勢報告など　�企画管理部
総務課。会場へは市内三方面から
無料送迎バスを運行します。
■大久保青少年センター
　�同センター（� 39-9281）
　＜あそびの広場・ドッジボール
広場＞�とき…10月 5日�・19
日�、午前10時半～正午�内容
…囲碁、将棋、ドッジボール等�
対象…小学生以上�参加費…無料
　＜ラミネーターでしおりをつく
ろう＞�とき…10月19日�、午
前9時半～正午�内容…押し花、
写真、イラストで自分だけのしお
りづくり�対象…小学生以上�参
加費…無料
　＜映画会＞�とき…10月20日
�、午後1時半～3時半�内容…
モンスターズ・インク�対象…幼
児以上�参加費…無料
■市民卓球教室
　�とき…10月 11日�・18日
�・21日�・25日�・28日�、
11月1日�の6日間、いずれも午
後7時半～9時半�ところ…西宇
治体育館 (多目的アリーナ )�対
象…市内在住の小学4年生以上の
人�定員… 30人�参加費…無料
（上履き持参）  □申 生涯スポーツ課
■広野公民館まつり
　�とき…◎10月 5日�、午前
10時半～午後4時　◎10月6日
�、午前10時～午後3時半�と
ころ…広野公民館�内容…舞台発
表・作品展示・模擬店・カラオケ
大会・遊びのコーナ－　�同館（�
39-9276）
■青空リサイクル市（図書）
　除籍した図書・雑誌を無料で提
供します。�とき…10月13日�、
午前9時半～11時半（なくなりし
だい終了）。小雨決行�ところ…
文化センター職員駐車場�内容…
図書、雑誌、絵本、合計約1万冊。
なお当日は図書館の貸出券を持参。
1人 10冊までお持ち帰りできま
す　�中央図書館（� 39-9256）
■手づくり絵本講座～世界で
　ひとつしかない絵本を作ろう～
　�とき・内容…下表のとおり。
いずれも午前9時半～正午�とこ
ろ…中央図書館�講師…池永登代
子さん�対象…手づくり絵本に関
心があり、受講後に図書館ボラン
ティアとして活動できる人（2回
連続参加できる人）�定員…先着
20人�参加費…無料　□申 同館（�
39-9256）

■笠取さつまいも掘り大会
　�とき… 10月 6日�、◎午前
の部＝10時～正午　◎午後の部
＝1時～3時（雨天の場合、10月
13日�に順延）�ところ…アクト

パル宇治周辺（西笠取）�内容・費
用…◎さつまいも掘り（先着900
人）＝1人 3株で 600円（団体割
引は20人以上で1人3株550円）
　◎コイのつかみどり＝1回200
円（要予約）　◎野菜の収穫体験　
◎特産物販売＝しいたけ、ユズ、
花、みょうが、漬物など　◎バー
べキュー＝1人1800円（要予約）
　◎弁当＝1人 600円（要予約）
□申 �笠取ファーム（� 075-575-
3520）、ＪＡ京都やましろ東宇治
支店（� 32-2550）。�農林茶業課
■肢体障害者社会見学
　�とき…10月 19日�、午前9
時 45分（総合福祉会館前に集合）
～午後4時半�行き先…きっづ光
科学館ふぉとん（木津町）、奈良国
立博物館（奈良市）�対象…市内在
住・在勤の肢体障害者・ボランテ
ィア�定員…先着30人�参加費
… 840円（昼食代）　□申 10月 16
日�までに社会教育課へ。
■児童文学講演会の開催　
　�とき…10月18日�、午前10
時～正午�ところ…小倉公民館
（駐車場はありません）�講師…富
安陽子さん（児童文学作家）�参加
費…100円　�同館（�39-9274）
■宇治市国際親善協会設立15周
　年記念「国際交流音楽フェスタ」
　宇治市および近郊に在住の外国
人や市内小・中学生などが外国の
音楽や舞踊を披露します。�とき
…10月 5日�、午後2時～ 4時
�ところ…文化センター小ホール
�入場料…無料　�秘書課

健康・福祉
■社会福祉協議会
　□申 ＜車いす介助講習会＞と＜視
覚に障害のある人の集い＞は10
月 8日�までに同協議会（� 22-
5650、� 22-5654）へ。
　＜車いす介助講習会＞�とき
…10月 12日�・19日�、午後
1時半～4時�ところ…総合福祉
会館�内容…障害者用車いすの介
助方法、ベッドから車いすへの移
動介助方法�対象…市内在住でボ
ランティア活動に関心があり両日
出席可能な人�定員…先着20人
�参加費…無料
　＜視覚に障害のある人の集い＞
�とき…10月29日�、午前8時
半 (総合福祉会館集合 )～午後6
時半ごろ�行き先…ユニバーサ
ル・スタジオ・ジャパン�対象…
市内在住の視覚に障害のある人�
定員…10人�参加費…3000円(入
場料・交通費の一部)
　＜赤ちゃん広場＞�とき…10
月 4日�、午前10時半～正午�
ところ…総合福祉会館�対象…市
内在住の妊婦さんや0～1歳くら
いの子と親�内容…参加者同士で
のおしゃべり、ベビー体操など�
参加費…1回 200円　
　＜おしゃべりキャッチボール＞
子育て中のお母さんやサークル経
験者とおしゃべりしたいという人
は気軽に来てください。�とき…
10月 3日�・17日�、いずれも
午前10時～正午�ところ…総合
福祉会館　
　＜高齢者介護をされている人
のサロンと相談会＞介護の悩みや
困ったことなどを経験者と一緒に
考えませんか。リラックスコーナ

ーとしてストレッチ体操、低周波
治療などもあります。タオル持参
で気軽にお越しください。�とき
… 10月15日�、午後1時～3時�
ところ…総合福祉会館�参加費…
無料　
■地域子育て支援センター
　�同センター（� 39-9209）
　＜園庭開放＞�とき・ところ…
◎10月15日�＝小倉双葉園保育所
　◎10月18日�＝北木幡保育所　
◎10月25日�＝大久保保育所、い
ずれも午前10時～11時半（雨天中
止）　◎10月23日�、午前10時～
11時＝宇治保育所(雨天決行）。い
ずれも駐車場はありません 　　 
　＜たんぽぽ村＞�とき… 10月
16日�・17日�・22日�・24
日�、いずれも午前10時～11時
半�ところ…同センター�対象…
0～ 2歳までの子と親�内容…う
た・手遊び・おもちゃ遊びなど
■南部地域子育て支援センター
　�同センター（同胞保育園内�
44-3692）
　＜園庭開放＞�とき…10月11
日�・18日�、午前10時～ 11
時半(雨天中止）�ところ…同胞保
育園（駐車場はありません）　

官公署・その他
■共同募金運動が始まります
　10月1日から12月31日まで全
国一斉に「赤い羽根共同募金運動」
が行われます。宇治地区支会では、
戸別募金、大口募金、資材募金、
学校募金、街頭募金に取り組みま
す。共同募金は民間社会福祉活動
の大きな財源です。皆さんのご協
力をお願いします。　  �京都府共
同募金会宇治地区支会（宇治市社
会福祉協議会内� 22-5650）
■城南地域職業訓練センター
　□申 10月 4日�から受講料を添
えて同センター（� 46-0688）へ。
　＜はじめてのインターネット＞
�とき…11月11日～28日の月・
木曜、午後6時半～9時。6回�
定員…先着20人�受講料… 1万
4000円
　＜ワード初級＞�とき…11月
9日～12月 21日の土曜、午前9
時半～正午。6回�定員…先着
20人�受講料…1万 4000円
　＜ホームページ＞�とき…11
月 9日～ 12月 21日の土曜、午
後1時～3時半。6回�定員…先
着20人�受講料…1万 4000円
　＜ワード中級＞�とき…11月
10日～ 12月 22日の日曜、午前
9時半～正午。6回�定員…先着
20人�受講料…1万 4000円
　＜エクセル初級＞�とき…11
月 10日～12月 22日の日曜、午
後1時～3時半。6回�定員…先
着20人�受講料…1万 4000円
■宇治商工会議所短期実践講座
　□申 宇治商工会議所（�23-3101）
　＜日商簿記 2級＞�とき…10
月23日～11月15日の基本的に
月・水・金曜、午後6時半～9時。
12回 �費用…1万 6000円
   ＜日商簿記 3級＞�とき…10
月 29日～ 11月 14日の火・木曜、
午後6時半～9時。6回�費用… 
8000円　　
■府政見学会
　�とき…11月1日�、午前9時
（近鉄大久保駅前集合）～午後4時

45分（雨天決行）�見学先…きっ
づ光科学館ふぉとん（木津町）、京
都フラワーセンター（精華町）など
（バスで移動）�対象・定員…宇治
市・城陽市・久御山町在住者合わ
せて40人（多数の場合抽選）�参
加費…無料（昼食各自持参）　□申 
10月11日�（消印有効）までに往
復はがきに住所・氏名・年齢・性
別・電話番号を書き、京都府宇治
地方振興局総務課（〒611-0021
宇治若森7-6、� 21-2101）へ。
■「法の日」週間（10月 1日
　～ 7日）の取り組み
　＜法律・家庭・人権無料相談所
の開設＞�とき・ところ…下表の
とおり。いずれも午前10時 15
分～午後3時（受付＝午前10時～
午後2時半）  �京都地方裁判所総
務課（� 075-211-4111）

■京都府ＩＴステップアップ
　講習会（ＩＴ相談会）
　�内容・日程…下表のとおり�
講習会場…宇治市生涯学習センタ
ー�対象者… 20歳以上のパソコ
ン初心者の府民�定員…各コース
20人（応募多数の場合は抽選）�
内容… 1講座＝6時間（講習5時
間＋個別・グループ相談）�受講料
…無料（要テキスト代500円）　
□申 10月 15日�まで（必着）に往
復はがきに①講習会場②希望講座
番号③住所④氏名（フリガナ）⑤電
話番号⑥年齢⑦受講する講習内容
に関して相談したいことを記入し、
ＯＡスクール京都四条校（〒600-
8009京都市下京区四条烏丸西入
るケイアイ興産京都ビル2階�
075-212-6325）へ。

　　　　　　

[9月 21日号の訂正]＝3面に掲
載の「第三回宇治市都市計画マス
タープラン検討部会」の開催日が
都合により延期になりました。お
わびします。なお、開催日が決ま
りしだい本紙でお知らせします。

（５）  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００２年（平成１４年）  １０月１日発行　第１３２７号

  ジェイアール京都伊勢丹
（8階アイカードコミュニティサロン）

10/1
�

  高島屋京都店
（7階イベントルーム）

10/3
�

  大丸京都店
（8階ファミリー食堂前特設会場）

10/4
�

絵本の構想と製作 10/23 � 1 回
絵本の仕上げと製本 11/ 6  � 2 回

　　日　　程講座番号     コース
  11/6�・7�　
   9:30～12:30 201 ワード（入門）

  11/6 �・7 �   
  14:00 ～17:00 202 ワード（基礎）

  11/8�
   9:30～17:00 203 デジタルカメラ

  11/9�
   9:30～17:00 204 エクセル（基礎）

  11/10�
   9:30～17:00　 205 エクセル（初級）

齊藤　美空    ちゃん
み く

Ｈ１３．９．２８○生 ／小倉町西山
つないでいる手が大きくな
るまでいっぱい遊ぼうね。

13 年 10月生まれのお子さん。
10月 10日（木）までに広報課へ



献血
● 1日�、午前10時～午後0時半、午  
    後 1時 半～3時半＝保健医療センタ－
● 18 日�、 午前 10時～正午、午後 1
　時～ 3時半＝ベルファ槇島宇治   
相談あんない　　
■青少年相談　15日�、午後1時～4時、
　宇治公民館。□問 保護司会・下岡範男さ
　ん（� 22-1249)。
■府民無料法律相談　15日�、午後1時
　半～ 4時半、宇治地方振興局（� 21-
　2101)。電話予約は前日午前 9時から。
■府交通事故相談　2日�・16日�、午
　前 9時～ 11時半、午後 1時～ 4時、 
   来庁順に相談。□問 宇治地方振興局（� 
   21-2101)。
■暴力にかかわる困りごと相談　7日�、
　午前9時～午後4時、来庁順に相談。　
　□問 宇治地方振興局（� 21-2101）。府暴

　力追放運動推進センター（� 075-  
   451-8930）では電話での相談も可。
■社会保険相談   16日�、午後2時 ～ 4 
   時＝小倉公民館。年金・健康保険など。
　□問 国保年金課
■法律相談　毎週木曜、午後 1時半～ 3
　時半、社会福祉協議会。�23-0857へ。
　電話予約を。
■宇治青少年こころの電話　毎週月曜～
　金曜、午前 9時～午後 5時、青少年問
　題の悩みなどお気軽に。� 24-0800。
■家庭児童相談　毎週月曜～金曜、午前
　10時～午後 4時。児童と家庭に関す
　る困りごとなど。� 39-9178。

　市 ､社会福祉協議会では、この
ほかにも各種相談事業を実施して
います。詳しくは14年度版「市民
カレンダー」をご覧ください。

中央� 39-9256 ／東宇治� 39-9182 ／西宇治� 39-9226
月曜・祝日・第 4木曜休館図書館保健・衛生・相談

　「京都であなたと」寺田みのる著 /アスク
　京都で会って、京都
で芽ばえる愛のカタチ。
美しい水彩画と文章で、
ゆったりとした時の流
れを綴った“京都スケッ
チ恋紀行”です。風景画
を主体に各種雑誌にエ
ッセイなど多数執筆し
ている著者の本です。

　「これでわかる生ごみ 堆肥 化Ｑ＆Ａ」岩田進
たいひ

午 . 綱島不二雄監修 /合同出版
　生ごみリサイクルの活動 は、市民の暮らし
の中に意識され、前進してきました。この本
では、生ごみはなぜ堆肥になるのか、発酵と
腐敗はどう違うのか、また、日本の農地には
生ごみ堆肥はいらないのではなどの疑問に、
明快な答えが導き出されています。

　「池波正太郎が残したかった『風景』」池波
正太郎ほか著 /新潮社
　小説「剣客商売」で主人公の秋山小兵衛と
大治郎親子が大活躍する隅田川付近や、池波

正太郎が愛してやまなかった浅草、上野をは
じめとする江戸・東京の風景が、江戸時代の
絵図や現代の写真とともにたくさん紹介され
ています。そのほか、「真田太平記」の舞台と
なった町や「剣客商売」で描かれた弁当の再
現など、池波ファンには必見の一冊です。
　
☆「なんだったかな」いまえよしとも文 /ち
ょうしんた絵 /ＢＬ出版
　動物園で初めて
見たすてきな動物、
何だったかな？カ
ラフルではっきり
とした絵のさまざ
まな動物が出てく
る絵本です。　　
　　　　　　　　
☆「クレー～おはなし名画シリーズ～」森田
義之監修 /博雅堂出版
　1879年、スイスに生まれ たパウエル・クレ
ーの 42点の絵と生涯を綴る絵本画集。音楽
を愛していたクレーの絵からは、音色が聞こ
えてくるようです。子どもから大人まで楽し
める美しい本です。　
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駐 車 時 間日駐 車 場 所地 区

１４：００～１４：３０
1 日�

蛍 橋 横志 津 川

１４：４０～１５：３０汚 水 処 理 場 横明 星 町

１３：５０～１４：２０
3 日�

六地蔵公会堂前六 地 蔵

１４：４０～１５：５０御 蔵 山 小 学 校御 蔵 山

１４：００～１５：３０4 日�木 幡 公 民 館 前木 幡

１３：３０～１４：３０
10日�

旦 椋 公 会 堂 前大 久 保

１５：００～１６：００南陵第 2児童公園南 陵 町

１３：５０～１４：４０
11日�

五ケ庄福角市営住宅福 角

１５：００～１５：５０府営三室戸団地内三 室 戸

１３：５０～１４：４０
15日�

開第 1 児童公園北側開

１５：００～１６：００大 久 保 小 学 校広 野

１３：３０～１４：２０
17日�

西大久保小学校西大久保

１４：４０～１５：５０平 盛 小 学 校平 盛

１３：４０～１４：４０
18日�

宇 治 槇 島 郵 便 局 前槇 島

１５：００～１６：００槇 島 小 学 校吹 前

１４：００～１５：３０25日�北 槇 島 小 学 校北 槇 島

そよかぜ号巡回日程  おはなし会 
■
■
■

9日（水）・23日（水）
2 日（水）
16 日（水）

中 央
東 宇 治
西 宇 治

 おはなしたまてばこ 

いずれも午後3時半～4時

いずれも午後3時半～4時

(対　象 )　3歳以上でひとりで話が聞ける子ども
(内　容 )　手あそび、読み聞かせ、紙芝居など
(参加費 )　無料

(対　象 )　子どもから大人まで
(内　容 )　主にストーリーテリング（素話）
(参加費 )　無料

（☆は児童書です）

城南衛生管理組合 � 075-631-5171
収集漏れは収集口側から確認し翌日（土・日曜、祝日を除く）に上記組合へ10 月のし尿収集日程

大久保町宇治・白川笠取・炭山
大久保町（｢久保（ＪＲ以東）」除く）10/22白川、金井戸10/9・31池尾10/15
久保（ＪＲ以東）10/1・23乙方、山本、東内、又振、山田、紅斉10/15笠取、二尾10/7・29

槇島町蔭山10/17炭山10/10,11/1
一ノ坪、大町、島前、五才田
一町田、月夜、石橋（大川原線以西）

10/16
蛇塚10/22六地蔵
池森、米阪、天神、弐番（府道以北）10/3・25六地蔵（ＪＲ以西・以南）10/15

大川原、中川原、十六、十八、十一、二十四
三十五、千足、清水、目川、吹前

10/7・29
半白、樋ノ尻、小桜、戸ノ内
矢落（ＪＲ以北）、若森（ＪＲ以北）、里尻（ＪＲ以北）

10/4・28
六地蔵（ＪＲ以東・以北）10/22

木幡
落合、南落合10/8・30野神、琵琶、大谷（権現町含む）

弐番（府道以南）
10/8・30

木幡（ＪＲ以西）10/15
薗場、大幡、北内、門口、幡貫、郡
石橋（大川原線以東）

10/9・31
北畠、檜尾、北山畑、南山畑、南端
東中（ＪＲ以東）、大瀬戸（ＪＲ以東）、中村（ＪＲ以東）

10/21
下居、善法 ､塔川
妙楽（県神社お旅線以南　186 番地～）
壱番（県神社お旅線以南）

10/9・31 小倉町畑山田、御園、赤塚、御蔵山、平尾、須留、花揃
南山、金草原、正中（ＪＲ以東）、陣ノ内（ＪＲ以東）

10/22
南浦（28 番地～）10/11
山際10/15妙楽（県神社お旅線以北　1～ 185 番地）

壱番（県神社お旅線以北）、宇文字 ､蓮華
矢落（ＪＲ以南）､若森（ＪＲ以南）、里尻（ＪＲ以南）

10/10,11/1
五ケ庄

老ノ木、天王、久保、寺内、春日森10/16北ノ庄、西田、古川、寺界道、大林、谷前、野添
梅林、芝ノ東（ＪＲ以西）、西浦（ＪＲ以西）

10/11
中畑、東山、西山（府道以東）10/17
南堀池、堀池10/18神明・開町・羽拍子町新開（ＪＲ以西）、平野（ＪＲ以西）、折坂（ＪＲ以西）

福角（ＪＲ以西）
10/15

西畑、奥畑10/22石塚（心華寺通以西）、羽拍子町10/2・24
西山（府道以西）、神楽田（近鉄以東）10/1・23石塚（心華寺通以東）、宮北一部10/3・25日皆田、岡本、上村、大八木島、一里塚、戸ノ内10/16
新田島10/8・30開町、宮北10/4・28一番割、二番割、西浦（ＪＲ以東）、新開（ＪＲ以東）

平野（ＪＲ以東）、折坂（ＪＲ以東）、福角（ＪＲ以東）
10/18

蓮池、西浦、南浦（1～ 27 番地）、神楽田（近鉄以西） 10/10,11/1宮東、宮西 10/7・29
伊勢田町・安田町広野町三番割、広岡谷、芝ノ東（ＪＲ以東）10/21

南遊田10/18西裏、茶屋裏、桐生谷（ＪＲ以西）、寺山（ＪＲ以西）
東裏（ＪＲ以西と府道以南）

10/22
 莵道・志津川

南山、ウトロ､中ノ荒、新中ノ荒
毛語、遊田 ､砂田 ､井尻
中ノ田 ､浮面、名木、安田町

10/21
志津川、田中、荒槇、大垣内10/15

宮谷、寺山（ＪＲ以東）、尖山一部（4番地）10/1・23東隼上り、西隼上り、森本、藪里、西中、東中、段ノ上
出口、谷下り、中筋、大谷、河原、門前
只川、池山、岡谷、妙見、平町（京滋バイパス以北）

10/16 丸山、中島、大開、尖山一部（2番地、6番地）10/2・24
中山、大谷10/22一里山、小根尾、東裏（ＪＲ以東の府道以北）10/3・25
北山、若林10/1・23桐生谷（ＪＲ以東）10/4・28車田、丸山、平町（京滋バイパス以南）10/17

第１３２７号  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００２年（平成１４年）　１０月１日発行（６）

■中　　央
■ 東 宇 治

19日（土）
23日（水）

源氏物語ミュージアム所蔵
　　伝土佐光則筆「源氏絵鑑帖」より


